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議会だよりは定例会（年４回）終了後に発行します
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平成28年7月

４月臨時会

６月定例会

　国保税の軽減対象世帯を拡大
　学童保育室保育料の改定を可決
　 委  員  会  紹  介

　 一般質問（17人）

　 熊本地震被災者支援街頭募金
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基地対策特別委員会
市役所屋上で騒音測定の視察中



議案質疑

（ 3 ） （ 2 ）

　
　

そ
の
他
の
議
案

《
い
ず
れ
も
原
案
承
認
・
同
意
》

承
認（
専
決
処
分
）◆
市
税
条
例

等
の
一
部
改
正　

◆
27
年
度
補

正
予
算（
狭
山
市
駅
東
口
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
、介

護
保
険
特
別
会
計
）　

同
意
◆

監
査
委
員
の
選
任（
磯
野
和
夫

氏
）

３
人
世
帯
は
、７
割
軽
減
が
33

万
円
、５
割
軽
減
が
１
１
２
万

５
千
円
、２
割
軽
減
が
１
７
７
万

円
と
な
る
。

Ｑ　

軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯

数
は
。

Ａ　

５
割
軽
減
の
対
象
世
帯
は
、

改
正
前
は
２
千
３
０
０
世
帯

だ
っ
た
も
の
が
改
正
後
に

２
千
３
５
５
世
帯
に
、２
割
軽

減
の
世
帯
は
２
千
５
０
０
世
帯

が
２
千
５
９
５
世
帯
に
増
え
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

◆
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
９
号
）（
専
決
処
分
）

《
賛
成
多
数（
18
名
）で
承
認
》

Ｑ　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

状
況
は
。

Ａ　

28
年
４
月
15
日
現
在
、申

請
者
数
が
１
万
３
千
８
７
３

人
に
対
し
、カ
ー
ド
交
付
者
は

５
千
３
１
３
人
で
あ
る
。

Ｑ　

い
る
ま
が
わ
大
橋
の
修
繕

工
事
は
い
つ
完
了
す
る
の
か
。

Ａ　

27
年
度
か
ら
３
年
か
け
て

修
繕
工
事
を
行
い
、29
年
度
に

完
了
す
る
予
定
。

主
な
議
案
審
議

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

新
た
に
設
置
す
る
情
報
政
策

官
の
報
酬
額
を
定
め
る
も
の

《
賛
成
多
数（
19
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

情
報
政
策
官
が
担
う
業
務

は
な
に
か
。

Ａ　

情
報
化
に
関
す
る
専
門
的

か
つ
高
度
な
識
見
を
も
っ
て
市

長
に
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
創
出
、行
政
シ
ス
テ
ム
の

全
体
最
適
化
、危
機
管
理
へ
の

対
応
、Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
な
ど
、

広
範
に
わ
た
っ
て
支
援
を
行
う

も
の
。

　

第
１
回
臨
時
会
で
は
、「
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」（
専
決
処
分
）な
ど

市
長
提
出
議
案
６
件
を
、議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
の
結
果
、原
案
の
と

お
り
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。ま
た
、議
長
・
副
議
長
を
新
た
に
選
出
し
ま
し
た
。

４月臨時会
4月21日

議
長
・
副
議
長

　
　

就
任
あ
い
さ
つ

主
な
議
案
審
議

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の

　

一
部
改
正（
専
決
処
分
）

国
保
税
の
軽
減
対
象
と
な
る

世
帯
を
拡
大
す
る
も
の

《
賛
成
総
員
で
承
認
》

Ｑ　

国
保
税
が
７
割
、５
割
、２

割
の
軽
減
と
な
る
単
身
世
帯
と

３
人
世
帯
の
所
得
上
限
額
は
。

Ａ　

単
身
世
帯
は
、７
割
軽
減

が
33
万
円
、５
割
軽
減
が
59
万

５
千
円
、２
割
軽
減
が
81
万
円
。

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
賜
り
、
議
長
、
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
地
方
分

権
の
進
展
と
と
も
に
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
地
方
議
会

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、狭

山
市
議
会
が
取
り
組
ん
で
き
た

「
市
民
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ

る
議
会
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
進

め
る
べ
く
、
常
任
委
員
会
と
各

種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
の
実

施
や
、
子
ど
も
議
会
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
議
会
広
報
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
時
代
に
即
し
た
取
り

組
み
と
し
て
、
議
会
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
い
、
経
費
削
減
や
議
会
運

営
の
効
率
化
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

公
平
公
正
な
議
会
運
営
に
努

め
、
狭
山
市
の
発
展
と
市
民
福

祉
の
増
進
に
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

専決処分とは？
　専決処分とは、本来議会で議決、決定すべきことがらについ

て、地方公共団体の長（狭山市の場合「狭山市長」）が地方自治

法の規定に基づいて、議会の議決・決定を得る前に処分するも

のです。専決処分したことがらは、次の議会で承認を求めなけ

ればなりません。

Ｑ　

情
報
政
策
官
の
設
置
に
至

っ
た
経
緯
は
。

Ａ　

21
年
３
月
定
例
会
で「
情

報
化
の
推
進
を
求
め
る
決
議
」

が
な
さ
れ
、情
報
化
推
進
体
制

の
整
備
と
外
部
か
ら
の
専
門
家

の
活
用
が
提
起
さ
れ
た
。こ
う

し
た
中
で
、電
子
自
治
体
の
推

進
体
制
を
強
化
す
る
た
め
情
報

政
策
官
を
設
置
す
る
も
の
。

反
対
討
論

無
所
属　
高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

◆
学
童
保
育
室
条
例
の
一
部
改
正

学
童
保
育
室
の
保
育
料
を
改

定
す
る
も
の

《
賛
成
多
数（
15
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

近
隣
市
の
保
育
料
の
状
況

は
。

Ａ　

入
間
市
が
７
千
円
、川
越

市
が
８
千
円
、所
沢
市
と
富
士

見
市
が
１
万
円
、ふ
じ
み
野
市

が
１
万
５
０
０
円
。

Ｑ　

保
育
料
の
段
階
的
な
値
上

げ
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ　

10
年
間
に
わ
た
り
学
童
保

育
室
保
育
料
を
据
え
置
き
し
て

き
た
が
、支
援
員
の
配
置
基
準

の
改
正
に
伴
い
人
件
費
が
増
大

し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、改

定
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ｑ　

学
童
保
育
室
の
支
援
員
は

全
体
で
何
人
か
。

Ａ　

26
年
度
が
64
名
で
、基
準

が
変
わ
っ
た
27
年
度
は
79
名
。

反
対
討
論

無
所
属　
高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

《
賛
成
多
数（
15
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

ふ
る
さ
と
モ
ノ
づ
く
り
応

６月定例会
６月６日～６月２２日

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、「
学
童
保
育
室
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」な
ど
、10
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除

く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
、原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
し
ま
し

た
。ま
た
、議
員
か
ら
は「
更さ
ら

な
る
環
境
対
策
車
へ
の
更
新
と
普
及

を
促
進
す
る
決
議
」が
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

Point！

入間川東小学童保育室のようす入間川東小学童保育室のようす

町田昌弘 議長　内藤光雄 副議長

国
保
税
の
軽
減
対
象
世
帯
を
拡
大

国
保
税
の
軽
減
対
象
世
帯
を
拡
大

学
童
保
育
室
保
育
料
の
改
定
を
可
決

学
童
保
育
室
保
育
料
の
改
定
を
可
決
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援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
は
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

Ａ　

市
内
企
業
の
優
れ
た
製
品

や
技
術
を
市
内
外
に
情
報
発
信

す
る
た
め
、ま
た
、企
業
の
人
材

確
保
支
援
に
向
け
、企
業
の
紹

介
冊
子
や
サ
イ
ト
の
作
成
、イ

ベ
ン
ト
で
の
市
内
企
業
ブ
ー
ス

設
置
や
商
談
会
の
開
催
、講
演

会
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

母
子
保
健
型
利
用
者
支
援

事
業
の
取
り
組
み
概
要
は
。

Ａ　

保
健
師
や
助
産
師
が
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
の
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
な
ど
の
、相
談
を
受
け

支
援
を
行
う
も
の
。

Ｑ　

入
曽
駅
の
周
辺
整
備
事
業

計
画
の
内
容
は
。

Ａ　

入
曽
駅
周
辺
の
地
域
課
題

を
解
消
し
、利
便
性
と
安
全
性

を
高
め
る
た
め
、入
間
小
学
校

跡
地
と
購
入
契
約
済
み
の
用
地

な
ど
を
活
用
し
、駅
前
広
場
や

そ
の
周
辺
の
道
路
計
画
、駅
周

辺
が
活
性
化
す
る
民
間
施
設
の

立
地
計
画
な
ど
の
事
業
化
に
向

け
た
検
討
を
し
て
い
く
。

Ｑ　

婚
活
の
支
援
事
業
で
、業

務
委
託
の
内
容
と
委
託
先
は
。

Ａ　

出
会
い
の
場
の
提
供
や
、

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
講
座

も
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

専
門
の
業
者
に
講
師
や
司
会
者

の
派
遣
、募
集
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
作
成
や
集
客
管
理
な
ど
の

運
営
を
委
託
す
る
。

Ｑ　

入
間
川
と
こ
と
ん
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
河
川
敷
地

の
利
活
用
の
条
件
は
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
河
川
敷
地
の
利

用
は
、公
共
性
の
あ
る
も
の
な

ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、地

域
再
生
な
ど
を
目
的
と
し
た
営

業
活
動
は
、県
の
指
定
を
受
け

た
上
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

Ｑ　

旧
中
央
公
民
館
な
ど
跡
地

の
活
用
の
方
向
性
は
。

Ａ　

商
業
系
機
能
の
導
入
を
進

め
る
と
と
も
に
、駅
前
の
中
心

市
街
地
周
辺
の
定
住
人
口
の
増

加
の
た
め
に
、一
部
を
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
と
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

議
員
提
出
議
案

◆ 

更さ
ら

な
る
環
境
対
策
車
へ
の
更

新
と
普
及
を
促
進
す
る
決
議

（
下
段
参
照
）

提
出
議
員　
　
　

太
田　

博
希

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

　
　

そ
の
他
の
議
案

《
い
ず
れ
も
原
案
同
意・可
決
》

人
事
◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦（
小
野
田
淑
子
氏
）　

そ

の
他
◆
新
狭
山
公
民
館
新
築
工

事（
建
築
）請
負
契
約
の
締
結
、

和
解
、市
道
路
線
の
認
定（
３
）、

市
道
路
線
の
廃
止

議会ってどんなところ？
　本会議や委員会はどなたでも傍聴

することが
で き ま す。
ぜ ひ 一 度、
お越しくだ
さい。

狭山市健全発展特別委員会を設置
　狭山市議会は“市民の負託に応える合議
体”として、『狭山市を将来にわたり健全に
発展させ、市民福祉の向上を図ること』を目
的に、特別委員会を設置します。

主な調査事項　
（1） 自治体の『体力低下』および『負担増加』

に対応した行政運営と議会のあり方
（2） 狭山市が将来にわたり健全に発展して

いくための方策について
（3） その他、上記を実施するうえで必要な

事項について
構成委員
　委員長　齋藤　誠　副委員長　三浦和也
　委　員　千葉良秋　土方隆司　綿貫伸子
　　　　　太田博希　望月高志　大島政教

更なる環境対策車への更新と
普及を促進する決議（要約）

　燃料電池車は、ＣＯ２の排出を削減す
ることにより温暖化が進む地球環境を保
全し、次の世代に緑の地球を引き継ぐた
めの新技術として期待されている。また、
環境保全と新技術に取り組む企業を支援
し、ともに発展していくことが、未来を支
える次世代の暮らしを守ることとなる。
以上のような状況を考慮し、狭山市議会
は、改めて以下を決議する。
１ 　　狭山市の保有する車両については、
燃料電池車など環境対策車への更新に
努めること。
２ 　　地球環境問題への取組み、ＣＯ２削
減の見地から、燃料電池車など環境対策
車の普及を促進すること。

と
、狭
山
市
が
抱
え
る
問
題
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。そ
の
中
で
、健
全
な
行
財

政
運
営
と
地
方
創
生
を
両
立
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

今
年
度
は
、市
政
運
営
の
基
本
方
針

と
な
る「
第
４
次
狭
山
市
総
合
計
画
」の

開
始
年
度
で
あ
り
、ま
た「
狭
山
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」が
提
示
さ
れ

る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、市
民
の
福
祉

増
進
、安
全
・
安
心
の
た
め
に
、調
査
、提

言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、農
業
従
事
者
な
ど
の
皆
様
と

の
意
見
交
換
の
機
会
を
持
ち
、現
場
の

声
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
委
員
会

を
目
指
し
ま
す
。

◆
総
務
経
済
委
員
会

委 

員 

長　

太
田　

博
希

副
委
員
長　

三
浦　

和
也

委　
　

員　

高
橋
ブ
ラ
ク

　
　
　
　
　

ソ
ン
久
美
子

委　
　

員　

加
賀
谷　

勉

委　
　

員　

猪
股　

嘉
直

委　
　

員　

中
村　

正
義

委　
　

員　

田
村　

秀
二

委　
　

員　

町
田　

昌
弘

◆
文
教
厚
生
委
員
会

委 

員 

長　

綿
貫　

伸
子

副
委
員
長　

金
子　

広
和

委　
　

員　

内
藤　

光
雄

委　
　

員　

千
葉　

良
秋

委　
　

員　

矢
馳　

一
郎

委　
　

員　

大
沢
え
み
子

委　
　

員　

新
良　

守
克

◆
建
設
環
境
委
員
会

委 

員 

長　

土
方　

隆
司

副
委
員
長　

笹
本　

英
輔

委　
　

員　

西
塚　

和
音

委　
　

員　

齋
藤　

誠

委　
　

員　

望
月　

高
志

委　
　

員　

大
島　

政
教

委　
　

員　

磯
野　

和
夫

◆
議
会
運
営
委
員
会

委 

員 

長　

新
良　

守
克

副
委
員
長　

太
田　

博
希

委　
　

員　

金
子　

広
和

委　
　

員　

土
方　

隆
司

委　
　

員　

笹
本　

英
輔

委　
　

員　

綿
貫　

伸
子

委　
　

員　

大
沢
え
み
子

委　
　

員　

中
村　

正
義

◆
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

委 

員 

長　

加
賀
谷　

勉

副
委
員
長　

矢
馳　

一
郎

委　
　

員　

土
方　

隆
司

委　
　

員　

三
浦　

和
也

委　
　

員　

笹
本　

英
輔

委　
　

員　

綿
貫　

伸
子

委　
　

員　

猪
股　

嘉
直

委　
　

員　

中
村　

正
義

委員会も
　　 傍聴できます！

◆
総
務
経
済
委
員
会
の
担
当
分
野

　

総
務
経
済
委
員
会
で
は
、市
の
総
合

的
な
政
策
、総
務
、商
工
、農
業
、防
災
、

交
通
の
ほ
か
に
、他
の
常
任
委
員
会
が

担
当
し
な
い
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

・
健
全
な
行
財
政
運
営
の
推
進

・
地
方
創
生
の
推
進

　

常
任
委
員
会
の
任
期
が
２
年
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
、今
年
度
の
テ
ー
マ
は

昨
年
に
引
き
続
き
、先
述
の
２
点
を
掲

げ
ま
し
た
。

　

人
口
の
減
少
、高
齢
化
、税
収
の
減
少

（後列左から加賀谷、町田、田村、中村、
高橋、猪股、前列左から太田、三浦）

委員会のようす

健
全
な
行
財
政
運
営
と

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
方
創
生
の
推
進
を

総
務
経
済
委
員
会

常任委員会の紹介
　各委員会のメンバーに一部変更がありましたので新たな委員を紹介しま
す。また、この１年間に取り組む活動テーマなどをお知らせします。



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
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委員会

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !

　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ
アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 7 ） （ 6 ）

◆「広域」への考え方
①広域飯能斎場と埼玉西部消防組合の評価は。
②入間市と連携して入曽駅―武蔵藤沢駅間のバ
ス路線新設など交通網の形成が必要だと思うが。
③広域行政や広域連携をどのように駆使して持
続可能な市政運営を継続していくか。
環境経済部長 ①昭和56年当時、自前での火葬場
設置が、用地確保や周辺住民の理解という点で
大変な困難が予想される中、飯能市などと一部
事務組合を設立し火葬場ができたことは、意義
あることと評価できる。
市民部長 ①消防組合は、スケールメリットを生
かした消防力の充実や経費削減など、行財政の
効率化を図ることができたと評価している。
②地域公共交通の見直しで、茶の花号と近隣市

のコミュニティーバスの相互乗り入れなどの広
域連携の可能性を協議、検討していきたい。
市長 ③ダイア４市がこれまで以上に強固な連
携で、各市の資源を活用して相乗効果を発揮し
ていくべきと考える。そうした取り組みを強化
し、各市が魅力を高めることが圏域全体の魅力
づくりにつながると考えている。

その他のテーマ

▶広域行政に対する評価
▶広域による交通網の形成
▶広域連携の必要性

◆障がいへの配慮
①今年の４月から障害者差別解消法が施行さ
れ、自治体は「合理的配慮」を行うことが義務づ
けられたが、狭山市としての取り組みは。
②さまざまな障がいの特性を知り、手助けをす
る環境を育てるための「あいサポート運動」を狭
山でも実施してほしいが考えは。
福祉こども部長 ①障害者差別解消法に係る職
員向けの対応要領の中では、不当な差別的取り
扱いを禁止すること、障害のある方から社会的
障壁の除去の申し出があった場合は可能な範囲
で合理的配慮を提供すること、所属長を監督者
として差別に関する相談や苦情を受ける相談体
制を整備すること、差別を解消するために必要
な研修や啓発を行うことなどを規定している。

②障害のある人もない人も、認め合い尊重し合
うことで共に生きる社会が実現できる、という
障害者差別解消法の目的にも合致しているもの
で、障害者への差別を解消するうえでも有効な
啓発手段であると考えられるので、まずは先進
市の取り組み内容を調査していきたいと考えて
いる。

その他のテーマ

▶障害者差別解消法の概要
▶「あいサポート運動」の推進
▶手話言語条例に向けた協議

◆
文
教
厚
生
委
員
会
の
担
当
分
野

　

子
育
て
や
学
校
、ス
ポ
ー
ツ
、介
護
や

障
害
者
・
高
齢
者
の
施
策
な
ど
、教
育
・

健
康
・
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
審
査
し

ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
の
整
備

　

全
国
的
に
児
童
虐
待
が
増
え
る
中

で
、狭
山
市
で
も
虐
待
の
事
件
が
発
生

し
て
お
り
、し
っ
か
り
と
し
た
虐
待
防

止
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、母
親
の
孤
立
を
防
ぎ
、安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
の
整
備
や

待
機
児
童
対
策
の
調
査
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
と
学
校
の
適
正
規
模

　

教
育
に
お
い
て
は
、学
習
意
欲
を
向

上
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、学
校

の
適
正
規
模
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、教

育
環
境
の
整
備
を
調
査
し
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

　

高
齢
者
施
策
と
し
て
は
、認
知
症
対

策
な
ど
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

さ
ら
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。今
年
度
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
専

門
的
な
視
点
で
審
査
し
、福
祉
増
進
の

た
め
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

◆
建
設
環
境
委
員
会
の
担
当
分
野

　

空
き
家
の
適
正
管
理
や
ご
み
な
ど
の

生
活
環
境
、都
市
計
画
上
の
道
路
や
都

市
整
備
、ほ
か
に
も
市
営
住
宅
、上
下
水

道
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
関

す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

都
市
開
発
の
推
進

　
・
土
地
利
用
転
換
構
想

　
・
入
曽
駅
前
周
辺
整
備

　

市
内
雇
用
の
創
出
や
市
内
経
済
の
活

性
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、企
業
誘
致
を

目
的
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る「
圏
央

道
狭
山
日
高
I
C
」周
辺
の
都
市
基
盤

整
備
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、一
部
用
地
を
取
得
す
る
な
ど

事
業
の
進
展
が
見
え
て
き
た
入
曽
駅
前

の
整
備
は
、住
み
よ
い
住
環
境
の
形
成

に
は
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、事

業
の
進
ち
ょ
く
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
耐
震
対
策

　

近
年
多
発
す
る
地
震
な
ど
の
災
害
に

備
え
、水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

耐
震
化
を
図
る
こ
と
は
被
災
後
の
復

旧
・
復
興
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、調

査
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他

　
・
空
き
家
対
策

　
・
都
市
計
画
道
路
の
整
備

新
路
線
の
開
通
が

望
ま
れ
る
茶
の
花
号

富
士
見
市
・
三
芳
町
の

あ
い
サ
ポ
ー
ト
パ
ン
フ

（後列左から大沢、矢馳、千葉、新良、内藤、
前列左から綿貫、金子）

委員会のようす

（後列左から西塚、齋藤、大島、磯野、望月
前列左から土方、笹本）

市道視察のようす

障がい者差別
解消施策の推進を

今後の行政運営で
重要になる「広域」

大沢　えみ子（日本共産党）

土方　隆司（新政みらい）

福
祉
増
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

市
民
の
立
場
で
審
査

文
教
厚
生
委
員
会

都
市
開
発
の
推
進
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
耐
震
対
策
を

建
設
環
境
委
員
会



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
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会
事
務
局
に
ご
連
絡
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だ
さ
い
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡６月定例会では､17名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 9 ） （ 8 ）

◆人口統計から見る保育需要と待機児童対策
①狭山市全体では人口減少傾向だが、狭山市駅
周辺の子ども人口は増えている。どのように認
識しているのか。
②「子ども・子育て支援事業計画」には「定員増を
伴う認可保育所の新設は行わない」とあるが、最
近の人口動向の変化などを踏まえて柔軟に対応
することはないのか。
福祉こども部長 ①狭山市駅周辺を含む入間川
地区の０歳から５歳までの就学前の将来推計人
口でも、平成32年から微増に転じることが予測
されている。
②子ども・子育て支援事業計画の中での待機児
童対策は、既存施設の定員の見直し、幼稚園の認
定こども園への移行促進、地域型保育事業の整

備を中心に保育の提供体制を確保し、認可保育
所の新設は行わないこととしている。28年４月
７日付の国の通知によると、待機児童解消に向
けて積極的かつ早急に緊急的な対策を講じるこ
とが求められているので、狭山市でも待機児童
の状況を踏まえて、必要により民間保育所の新
設に柔軟に対応したいと考えている。

その他のテーマ

▶中長期的財政見通しの広報を
▶茶の花号通勤通学入曽コース
▶市道Ｂ第425号線について

◆教育の基本的指針
　子ども達が心豊かに成長し、優れた見識と旺
盛な実践力を持ち、社会の一員として高齢社会
を支えられるような人材育成の基本指針は。
教育長 次代を担う子ども達の将来を見据え、
子ども達の実態と保護者や地域の願いを踏まえ
て教育理念を定める。具体的には第４次総合計

画を踏まえ、策定の最終段階にある第２次狭山
市教育振興基本計画の中で教育理念を「夢をか
なえ人をつくる狭山の教育」と定め、また、学校
教育の基本方針として「生きる力を備え未来へ
はばたくさやまっ子の育成」を掲げている。

◆家庭の教育力向上に向けて
　子どもは親の背中を見て育つと言われている
が、家庭教育の重要性を踏まえ、家庭教育環境の
構築支援をどのように行っているのか。
学校教育部長 家庭の教育力を高めるために、
学校だより、園だよりなどによる親の意識の啓
発、保護者会を通じた情報公開の場を提供、ＰＴ
Ａ主催の家庭教育学級で実践力の育成に取り組
んでいる。

その他のテーマ

▶地域の教育力向上
▶小・中連携教育の推進
▶中学生学習支援事業

◆街路樹のある歩道
　植樹のある歩道は道幅が狭くなり危険な箇所
があるが、地域住民から伐採要望が出された場
合の対応と、伐採後の植樹ますなどの管理を自
治会や商店街が望んだ場合の対応は。
都市建設部長 伐採要望の理由や背景などを十
分に検討し、その後の維持管理方法も含めて、

個々に対応していきたいと考えている。

◆元気プラザ
　体育館や運動場、地区センター別室などが設
置してある狭山元気プラザは「住民の福祉を増
進する目的をもつて住民の利用に供するための
施設(公の施設)」に該当するのでは。 
市長　公の施設の要件にある住民とは、住民全
部を対象とするものでなくても、合理的に一定
の範囲に限られた住民であってもよいとされて
いる。これに関して、狭山元気プラザは、さやま
市民大学をはじめとする事業を実施する場とし
て設定したものであり、住民の利用に供するこ
とが主な目的ではないことから、公の施設では
なく事業機関として位置づけている。

その他のテーマ

▶公
おおやけ

の施設と公共施設の違い
▶街路樹のある歩道の管理
▶元気プラザは全市民に開放を

◆支援と受援
①被災地支援を通じて学んだ、支援側の課題と
は。
②災害受援計画の策定の必要性は。
③県内自治体で狭山市だけが被災地からの早期
の支援要請に対応できた理由は。
市民部長 ①地域防災計画の被災地への支援は、
災害時の相互応援協定を締結する市町などへの
支援が主で、大規模災害への対応を定めていな
い。全国レベルでの支援の場合にも職員派遣や
支援物資の搬送などが迅速に行えるよう、準備
体制を整えることが不可欠と認識した。
②支援を受ける側も速やかに受け入れ態勢を整
えられるよう、受援計画をまとめておくことが
必要と認識しているが、狭山市では、災害受援計

画は地域防災計画の中に、災害時の応援受け入
れ態勢を位置づけるにとどまっている。
③被災地での活動を希望する職員を募集すると、
性別、職種や役職を問わず多くの職員からの希
望があった。県の職員の派遣対応が厳しい状況
下で、狭山市では防災意識の高い職員が数多く
いたので速やかな対応ができたものである。

その他のテーマ

▶熊本地震への支援の経過は
▶被災地の課題から学ぶ今後の防災
▶狭山市の受援計画の策定を

　※狭山市駅周辺…
入間川１、２、３丁目、祇園、富士見１丁目の合計　

　狭山市駅周辺の人口推移
（統計「狭山市の年齢別人口」より）　

（1月1日時点） 平成18年 平成23年 平成28年
狭山市駅周辺※ 16,042人 16,212人 16,320人
　狭山市駅周辺の
0～5歳（就学前） 711人 672人 731人

（参考）狭山市全体 160,296人 157,227人 153,738人

狭
山
市
駅
西
口
の
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路
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な
い
広
々
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た
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道

い
つ
か
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か
に
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え
て
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た
め
に
、
い
ま
支
え
よ
う！

狭山市の熊本地震への
迅速な対応・支援

狭山を支える青少年の育成

歩道の街路樹は安全性を
第一に考えて設置を

狭山市駅周辺の
子ども人口は増えている

笹本　英輔（創政会）

金子　広和（創造）

千葉　良秋（創政会）

三浦　和也（創政会）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡６月定例会では､17名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 11 ） （ 10 ）

◆街区公園について親切な情報提供を
　公園名と地番しか掲載していない市のホーム
ページに、街区公園と地図情報をリンクさせる
など、充実させる必要があると考えるが見解は。
都市建設部長 都市公園法施行令では、街区公
園の標準面積は2,500㎡となっている。この面
積を上回る26か所を、公式ホームページの地

図情報と連携させるなどして、情報提供に努め
ていきたい。

◆魅力ある身近な公園の再生を
　市民が求めているのは、老朽化した遊具の修
繕や撤去ではなく、公園自体のリニューアルと
考えるが市長の見解は。
市長 今日では公園へのニーズ、利用者の数、年
齢構成も整備した当時とは変わってきている。
まず住民が課題を地域の中で整理する。そして
自分たちに何ができるか、行政はその課題整理
など、管理運営体制に何ができるのかを協働の
視点で取り組んでいく。それが、公園のリニュー
アルという点では、今後の限られた財源の中で
必要であり、望ましい観点だと思う。

その他のテーマ

▶狭山市駅周辺の公園整備を
▶老朽化による道路事故を防ぐ
▶道路の不具合をアプリで通報

◆公共交通政策
①今後、高齢化社会の到来により自家用車での
移動が困難な方や生活圏内の商店などがなく
なり、生活困難者が増えることが予想されるが、
公共交通政策を協議する場を設置する考えは。
②協議会の構成員として、どういった方を住民
や利用者代表として選出するのか。
③今後の茶の花号運行ルートを考えるうえで、
広域化や福祉など色々な視点があるが、どうい
った方向性で進めるのか。
市民部長 ①県内各市を調査すると、組織の設
置形態としては、地域公共交通活性化再生法に
基づく協議会と道路運送法に基づく地域公共交
通会議、任意の協議会の三つの会議形態がある。
検討課題と協議目的に合った形態を選択し、設

置していくことになると考える。
②自治会連合会、障害者団体、交通安全関係団体
などから選出することを想定している。
③移動手段の確保と利便性の一層の向上を図る
観点から、現状において交通空白地域と言われ
るような地域の実態把握と、その解消策を検討
していくことが重要である。　

その他のテーマ

▶公共交通政策協議会の設置を
▶茶の花号の運行を近隣市にも
▶市民の声を活

い
かせる協議会を

◆河川敷公園（広瀬東～柏原）の整備計画
　河川敷公園のバリアフリー化の考えは。
都市建設部長 川のまるごと再生プロジェクト
に関連して、河川敷公園に設置したトイレなど
のバリアフリー化は図られているが、バリアフ
リー法が施行された平成18年以前に設置して
いた施設は、今後、改築時に合わせて改善を図

っていく。

◆入間川の整備事業の概要は
　豊水橋の橋脚下の路上生活者の現状と対策は。
都市建設部長 現在４名の不法占拠者が確認さ
れており、川越県土整備事務所が２週間置きに
現地を確認しながら、今後も引き続き退去の指
導を行うとのこと。

◆市民会館の駐車場が減少。病院との約束は
　市民会館の駐車場確保の考えは。
市民部長 駐車場スペースが40台分減ったの
は、市民会館南側の用地を活用して、幅員10メ
ートルの道路を整備した結果である。減った40
台分は、今後も病院側に確保を要請する。

その他のテーマ

▶入間川まるごと再生事業
▶市民会館の駐車場確保
▶公園、施設のバリアフリー

その他のテーマ

▶学童保育室、保育所の処遇改善
▶若者支援は奨学金と住宅補助
▶女性活躍推進は行動計画から

◆児童虐待
　要保護児童対策地域協議会の改善、再発の防
止対策は。
福祉こども部長 毎月の協議会の実務者会議で
は、高リスクの要保護の事例が対象だった。今後
は実務者会議を活用し、さらに情報共有を図る
ため、こども課と関係機関で管理していた要支

援の事例も会議の対象とした。

◆奨学金
　新たな奨学金制度ができるまで、旧制度で奨
学金を貸し出すのか。
教育長 現行の奨学金制度による貸与をしてい
く。これは既決予算の範囲での実施になる。

◆若者支援
　所得の低い若者に家賃補助を、また新婚カッ
プルに敷金補助をしては。　
総合政策部長 補助の実施予定はないが、若者の
転入促進と転出抑制のため、まち・ひと・しご
と創生総合戦略を推進し、若者が魅力を感じる
まちとなる施策の研究を進める。

整
備
さ
れ
た
河
川
敷
中
央
公
園

雑
草
が
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び
て

使
わ
れ
て
い
な
い
砂
場

入間川の整備、
市民会館の駐車場はどうなる

子ども・若者が
健やかで夢を持てる狭山市に

市民参加型の
公共交通網整備を目指して！

高橋ブラクソン久美子（無所属）

身近な公園の整備と再生を

綿貫　伸子（公明党）

望月　高志（日本共産党）

猪股　嘉直　（日本共産党）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡６月定例会では､17名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆子ども子育て支援の充実を
①妊娠期から子育て期まで、切れ目のない支援
を行う子育て世代包括支援センターを設置する
ことへの見解は。
②支援の届きにくい孤立した家庭への訪問型子
育て支援の現状とさらなる強化拡充は。
福祉こども部長 ①妊娠期から子育て期にわた
るニーズに、総合的に相談支援を提供する拠点
の整備の必要性は認識している。子育て世代包
括支援センターは、保健センターなど母子保健
に関する母子保健型と、地域子育て支援拠点な
ど身近で日常的に利用ができる基本型がある。
現在、保健センターで母子保健型の子育て世代
包括支援センターの開設に向けて準備を進めて
おり、これに連携する基本型は、総合子育て支援

センターで実施することを検討している。
②訪問型の子育て支援事業は、すでに育児支援
を行う養育支援訪問事業と家事支援を行う産前
産後のヘルパー派遣事業を実施している。生後
１か月までの新生児の家庭に拡充し、助産師が
訪問しているほか、生後２か月児の家庭に「こん
にちは赤ちゃん訪問」を行っている。

その他のテーマ

▶子ども子育て支援の充実を
▶ひとり親家庭等の支援の充実を
▶男女共同参画の視点での防災

◆平和意識の高揚などを目的とした修学旅行を
　小学校は福島など、中学校は広島などへ旅行
先を選ぶとしたら課題は。
学校教育部長 福島、広島とも、移動時間がかか
るため、活動時間の制限が課題となる。また、広島
は、京都・奈良方面と比べ、交通費だけでも7,000
円を超す増額となり、経済的負担も増す。

◆平和事業のさらなる推進を
　広島市平和記念式典に20年間、中学生を派遣
したがその成果は。
総合政策部長 平成８年度から27年度までの間
に91名が参列し、感想を学校や平和祈念講演
会の場で発表した。生徒だけでなく市民にも平
和の尊さなどが伝えられたと認識している。

◆二つの学校開放プール廃止に伴う対応策
　今まで入間川小学校などのプールを利用して
いた人の、夏休みの過ごし方は。
生涯学習部長 夏休みに水に親しみ、泳ぐ機会
が減ることも予想されるが、狭山台プールやサ
ピオ稲荷山プールの利用を促して、有意義な夏
休みを過ごせるよう努めていく。

その他のテーマ

▶新たな平和教育・啓発活動を
▶被災地などへ新たな修学旅行を
▶市内にあるプールはどうなる

◆狭山市の食品ロスの現状は
　「食品ロス」とは、まだ食べられる状態なのに
捨てられてしまう食品のこと。狭山市の食品ロ
スの現状はいかがか。　
環境経済部長 狭山市での食品ロスは、燃やす
ごみとして収集車両から直接ごみピットに投入
されるので、計量は困難である。国では１日一人
41gと推計していることから、狭山市の家庭で年
間約2,300tが排出されていると推計される。事
業系の量は、燃やすごみに占める事業系と家庭
系の比率をもとに年間約890tとすると、家庭系
と合わせ、総量は年間3,200t程度と推計される。

◆30・10運動の普及を
　宴会などで、乾杯後の30分と終了前の10分は

食べ残しを減らそうとする「30・10運動」を普及
させてみてはどうか。　
環境経済部長 今後、機会をとらえて市民に啓
発を図っていきたい。今年４月には、市の職員が
率先して取り組むよう、職員にもったいないの
気持ちの大切さと出された料理の食べきりを呼
びかけた。

その他のテーマ

▶「30・10運動」の展開
▶フードバンクの活用
▶投票しやすい環境の整備

◆支援物資の供給体制
　熊本地震の教訓として、発災後、大量に届く支
援物資の被災者への供給や車中泊の避難者への
対応があげられるが、狭山市の考えは。
市民部長 大規模災害を想定して、支援と受援
の両面から計画の策定を検討したい。支援物資
の速やかな受け入れや効果的な配給を行う必要

性を認識しており、物資の受け入れは、総合防
災訓練の中で実施したい。地域防災計画では車
中泊の避難者も在宅避難者と同様の支援を行う
が、車中泊や非公式避難所への避難者に特化し
た支援も検討していきたい。

◆地域防災マネジャー制度
　退職自衛官など、災害派遣任務などの経験を
有したことなどを認証された者を自治体が採用
した場合に、人件費の一部が交付税措置される
制度がはじまっているが、活用の考えは。
市民部長 防災体制の充実に大変有効な制度と
認識している。本年度狭山市では埼玉西部消防
組合を退職した２名を再任用職員として採用し
たが、現時点では本制度の導入は考えていない。

その他のテーマ

▶受援計画の作成や訓練
▶防災ゲームの訓練への活用
▶グーグルトレッカーの活用

夏
は
狭
山
台
や

稲
荷
山
の
プ
ー
ル
で
！

支
援
物
資
を

管
理
す
る
訓
練
が
必
要

女性が生き生きと
活躍できる社会の構築を

次世代を担う子ども達を
どう導いていくか

市民・事業者・行政が一体で
食品ロス削減を

太田　博希（創造）

熊本地震の教訓を
狭山にどう生かすのか

矢馳　一郎（創造）

加賀谷　勉（公明党）齋藤　誠（公明党）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡６月定例会では､17名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 15 ） （ 14 ）

◆空き施設の利活用とコミュニティースペース
①旧中学校の校舎などが活用できる可能性は。
②公共施設までの動線をつくる必要性の見解は。
総合政策部長 ①校舎などの活用が有効である
かを判断することが先決となる。そのうえで、法
による用途規制、建物の安全性確保、さらに維持
管理に要する経費などを踏まえ総合的に見極め

ていくことになる。
市民部長 ②各種団体が開催するコミュニティ
ースペースとしてのサロンやカフェなどをつな
ぐことで、新たな人の流れが生まれることが期
待される。地域の公共施設がこうしたつながり
をつくる中心的役割を担うことで、さらなる人
の流れが生まれ、地域の活性化が一層図られる。

◆児童・生徒の安全
　統廃合などで児童・生徒の通学などの生活に
変化があったときの、サポート体制は。
学校教育部長 事例に応じて、保護者と学校で
話し合いを持ち、安全面の確認を取りながら
個々の実態に合わせて登下校に必要な配慮をし
ている。

その他のテーマ

▶未利用地を緊急時避難場所に
▶市内の歩行者天国の実態は
▶路線バスなどを使った通学へ

◆中央公民館の周知とポスター張付
　指定管理者導入のためか、公民館利用者から
のポスター張付の要望に、張る場所がないと言
われる。張付スペースを確保すべきだが、いつご
ろを目途に進めていただけるか。
市民部長 市民交流センター内にスペースを確
保することは、ポスターの掲示方法や場所など

を検討し、可能であればできるだけ早く対応し
ていきたいと考えている。

◆狭山工業団地東西の開発計画
　インターチェンジから500mの調整区域と、２
kmの農振農用地域という条件の異なる二つの
地区の同時開発は、事業の進捗

ちょく

にも影響を及ぼ
す。企業を誘致して操業できる完成年度は何年
後を目標としているか。
都市建設部長 市が行う都市計画などの諸手続
は、県と協議を実施しているが、柏原北の東地区
は農業振興地域内の農用地なので協議に時間を
要している。操業可能な完成年度の目標は、協議
がスムーズに進んだ場合には、平成32年度中に
進出企業が操業を開始できると見込んでいる。

その他のテーマ

▶公民館等施設の周知をすべし
▶企業誘致のための用地確保を
▶企業との信頼関係の構築を

◆市の財政力
①狭山市の第４次総合計画を推進するうえで、
市の財政力強化が重要になる。市長が行ってい
る市内企業訪問での対話から浮かびあがってく
る、狭山市への要望・期待はどのようなものか。
②市長の率先垂範でスタートした「ふるさと納
税」、納税者も共鳴する狭山市のまちづくりを市

のホームページなどで発信する工夫が必要と考
えるが。
市長 ①工場建屋が更新時期を迎えていること
や生産拡大のため敷地の拡張の希望などを聞
き、市内での用地確保の必要性を強く感じた。ま
た、操業環境の整備には、雨水排水や道路拡幅な
どのインフラにかかわる問題もあることを改め
て認識した。
②第４次総合計画やまち・ひと・しごと創生総合
戦略の施策の実現のために、ふるさと納税を活
用できるよう対象事業を定め、寄附者の思いと
合致した事業を選択できるようにしていく。事
業は、その趣旨や目的をホームページなどでわ
かりやすく紹介し、実施後には寄附の効果をＰ
Ｒするなど情報発信に努めていく。

その他のテーマ

▶既存企業の支援と企業誘致
▶狭山工業団地拡張地区の状況
▶子育て支援に横断的チーム編成を

　狭山市議会では、4月23日（土）と24
日（日）に市内のスーパー３店舗の店頭
で、また、4月25日（月）と26日（火）には、
西武新宿線の狭山市駅、入曽駅、新狭山
駅で、熊本地震で被災された方への募
金活動を実施しました。
　
　皆様からの募金額は49万652円にな
り、その募金は九州市議会議長会が開
設した「災害義援金口座」に振り込みま
した。

　多くの皆様からの温かいご協力をい
ただき、ありがとうございました。

熊本地震被災者支援の街頭募金に

ご協力ありがとうございました

え
っ
！
こ
の
中
な
の
？

中
央
公
民
館

いりその里の秋まつり in 旧入間中

中央公民館を
有効に活用するために！

西塚　和音（創造）

公共施設までの動線づくりで
まちに活気を！

雇用・市財政アップで
安心の子育て

大島　政教（はつらつ）

中村　正義（はつらつ）
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　基地対策特別委員会では、市が毎年行っている航空機騒音の測定
結果の報告を受けています。結果の報告を聞くだけではなく、実際ど
のように測定しているのかを知るため、市役所の屋上での測定のよ
うすを視察しました。表紙の上の写真は環境課の職員から説明を受
けているようす、下の写真は測定機器を確認しているようすです。

パソコンでスマートフォンで！

狭山市議会の狭山市議会の
インターネット録画配信
配信内容 ○議案質疑や一般質問、採決など
 　議場で行われる会議のすべて
 　（委員会は除く）。
 ○withゆぅ市議会
 ○お役立ち動画
配信開始日 開催日の１週間以内
検索は 狭山市議会 検索

子ども議会の傍聴に
　　お越しください！

ケーブルテレビ議会情報番組

『withwith  ゆぅ  市議会  ゆぅ  市議会』
これからの放送予定

77月15日～7月21日　月15日～7月21日　

ぜひご覧ください

放送開始時間は
  7時35分、13時00分、17時30分、
19時40分、22時30分

昨
年
の

子
ど
も
議
会
の
よ
う
す

議
員
全
員
で
作
成
し
た

昨
年
の
や
ら
い
飾
り

さやま議会だよりの点字版は
市役所･図書館などで閲覧できます

９月定例会の予定９月定例会の予定
９月２日(金)　開会、議案説明
　　６日(火)　議案質疑
　　７日(水)　議案質疑
　　８日(木)～12日(月)　一般質問
　　13日(火)～15日(木)　常任委員会
　　21日(水)　常任委員会（採決）
　　30日(金)　委員長報告、採決、閉会

表紙の写真 航空機騒音測定の現場を視察

　7月25日（月）の午前９時～12時に、「子ども・
議会体験プログラム」を開催します。子ども達
が、模擬体験をとおして、市議会をより身近に
感じてもらうことを目的としたこの企画も今
年で３回目となります。真剣な子ども議員の姿
をご覧ください（傍聴は事前申し込み不要）。

市 議 会 の 活 動

七夕まつりに
　　　　参加します！

　８月６日７日の入間川七夕まつりで、市民
広場において子ども向け参加型企画を開催し
ます。議員全員が協力して盛り上げますので、
どうぞお楽しみに！
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